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内郷小学校だより 
 

コスパ・タイパと言うけれど・・・ 
校長  江副 弘毅 

先週の土曜日に、秋晴れの中（少し季節外れの暑さがありましたが・・・）無事運動会を行うことがで

きました。多くの保護者のみなさまにご参観いただきありがとうございました。保護者の方や地域の

方の参観が、子ども達の意欲の高まりにつながりました。運動会では、日ごろ学校生活では見られな

い子どもの新たな一面が見られました。「子どもたちの可能性は無限だなぁ～」と感じることができた

運動会となりました。 

 今回子ども達は、「チャレンジ」というテーマをもって運動会にのぞみました。運動会の準備段階から

子ども達の活動は始まっていました。６年生が中心となってみんなをまとめた赤組・白組！応援団は、

応援の流れを考えたり練習計画を立てることに試行錯誤している姿が見られました、係の活動でも、

何を準備するのか、当日の動きはどうするのか考えていました。また、実行委員を作り表現の振り付け

を自分たちで一から考えて練習した学年もありました。高学年のパレードでは、新しい楽曲に挑戦し華

麗な演奏を披露してくれました。 

運動会当日の子ども達の動きは素晴らしいものがありました。当日は、突発的な問題は必ず発生す

るものです。その問題に対しても、メンバー同士がコミュニケーションをとりながら対応する姿が随所

に見られました。児童の待機所では、高学年がプログラムを見ながら低学年に集合するタイミングの声

掛けを行ったり、低学年の表現では、テントの中で高学年も一緒に踊り、場の雰囲気を盛り上げたりと

大活躍でした。運動会を通して子ども達が一段と成長することができたと思います。まさに「チャレン

ジ」というテーマにふさわしい運動会を子ども達は表現してくれまし

た。自分たちの運動会にするためには、見通しをもった計画を持つ、

話し合いを通してメンバーとより良い答えを出すなど、運動会を創る

という体験や過程が、思考する力の習得の場となったように感じま

す。 

子ども達に任せると時間はかかり出来栄えは雑になってしまうこと

がよくあります。教師が計画を立て指示を出したほうが、時間もかか

らず合理的であり出来栄えもきれいかもしれません。しかし、それは

大人が子どもの学びの場を奪うのに他なりません。世の中は、コスパ

（コストパフォーマンス 費用対効果）・タイパ（タイムパフォーマンス 

時間対効果）と叫ばれていますが、人を育てるということは、この世の中の流れに逆行しているかもし

れません。人を育てるには、手間がかかり結果がでるまで時間がかかるのです。子ども達が考えを持

ち、判断し、表現する学びを継続するためには、大人は、子どものやることに対してついつい口と手を

出したくなります。そこをぐっと我慢して、「聞くと待つ」の姿勢が必要なのかもしれませんね。 
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